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論文 調査 委員 教 授 福 井 三 郎 教 授 宍 戸 圭 一 教 授 野 崎 -
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は炭化水素醗酵によるビタミン B12 およびその関連化合物の生成と生化学的意義に関する研究の
結果をまとめたもので, 緒論, 本論 3 部 7 章および結論よりなっている｡
緒論では微生物による炭化水素の利用, 特に正アルカンの分解代謝の機構, およびビタミン B12の醗酵
生産と B12 の関与する生化学反応についての従来の知見を要約し, さらに本研究を行なうに至った背景と
研究内容の概要を記している｡
本論欝 1 部は炭化水素醗酵によるビタミン B12生産に関する研究結果を扱ったものである｡
第 1 章では炭化水素資化性細菌のビタミン B12生産性を従来の糖質および天然栄養源をもとにした醗酵
培地と正アルカンを炭素源とした無機塩からなる培地の両者で比較し, 炭化水素醗酵を行なった時のほう
がビタミン B12の生成量および菌体内含量が一般に多く, かつ生成した B12が大部分菌体内に保持されて
いることを明らかにしている｡ さらに CorynebacteriumsimplexATCC6946の炭化水素培地での培養
法を検討することにより最大収量約1mg/1 の成積をあげることができ, ビタミン B12の工業生産に対す
る炭化水素醗酵の応用の可能性を示している｡
第2章では炭化水素醗酵でつくられる菌体内 B12の形態を天然型 B12の抽出法として知られている80%
熟アルコールで抽出した試料について, イオン交換クロマトグラフィー, 浦紙電気泳動, 浦紙分配クロマ
トグラフィー, 可視部および紫外部吸収スペクトル, プロパンジオール脱水酵素系における補酵素活性な











第 2 章では B 12と脂肪酸代謝の関連性を細胞内の B12レベルの大きく異った菌体問の脂肪酸組成を比較
することにより検討したところ, 飽和脂肪酸の比含量は両菌体問でほとんど差が認められなかったのに皮
し, dg のモノ不飽和酸と10メチル分枝酸の比含量には顕著な差が認められることを示している｡ 次にメ
チル分枝酸の生合成に関する酵素段階での実験から本脂肪酸は複合脂質中に含まれる 』9のモノ不飽和酸












第 3 部はビタミン B 12と構造および生合成経路での関連化合物であるコバル トポルフィリンに関する研
究の結果を扱かっている｡
第 1 章は Corynebacterium simplexによるコバル トポルフィリン生成に関する研究であり, このコバ
ル ト錯体はビタミンB12とほぼ同じレベルで菌体内に存在するがへム系色素よりはかなり少ないこと, 又






















異的に生成していることを示した｡ とくに注目される事実として, 培地のコバル ト含有量を変化させるこ




する N51 メチルテトラヒドロ葉酸- ホモシスティンメチル トランスフェラーゼをもつことを証明し, そ
の性質が従来知られている嫌気性細菌の大腸菌の酵素といくつかの点で異なることを示し, また Coryne-
bact.simplexにおける本酵素が B12 により誘導生合成されるものであり,菌体内B12 レベルにより本酵素
の比活性が左右されることを証明した｡ またモノ不飽和酸のメチル分枝酸への酵素的変化のメチル供与体
が B12 関与のメチオニン生合成反応によって供給されるS-アデノシルメチオニンであることを 確 か め
た｡ これらの事実にもとずいて,B12不足菌体ではB12関与のメチオニン合成系の最終段階の N5- メチル






内にも, このコバル ト･ ポルフィリンが B12 と同程度合有されていることが確認された｡
コバル ト･ ポルフィリンは従来生体内に存在することが知られていないものであるが, 溶媒の極性と配
位子の種類により特異な酸化還元反応を受けることを分光学的方法で明らかにし, 生体内での役割に示唆
を与える成積を得た｡
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